
資料５-①

●令和7年度当初の値 ●令和7年度のケアプラン総数
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地
域

ケ
ア
会
議

個別地域ケア会議　延べ件数
（実件数）

約2年前から検討していた
防災訓練について、小路町
で机上訓練の実施が決ま
り、地域の福祉事業所やケ
アマネジャーと連携し、実
効性のある訓練を目指す。
訓練を通じて事業所と地域
との距離を縮めることを目
指す。
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援
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圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

元気はつらつ利用者数（委託）

通いの場への専門職（リハ職
等）派遣（派遣回数と通いの場
の人数）

ボランティア等養成及び活動支
援

うち、他圏域との合同開催数

介護予防教室

関係機関が開催する介護予防を
テーマにした教室等を地域住民に
広く周知し、正しい介護予防の知
識の普及啓発に協力する。年間の
開催回数は減少するが、その分内
容を精査し、質の高い実施を目指
し、限られた機会を有効に活用す
る。

出前講座を含めた普及啓発

うち、他圏域との合同開催数

通いの場のへの支援
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10

昨年声かけを行った場所以外の地
域や団体を重点的に訪問し、新た
な通いの場への参加を積極的に呼
びかけ、地域への広がりを図る。

高齢者数／人口

4991人/17018人

／

10

自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標

通いの場が少ない地域を中心に立
ち上げや継続支援を行い、生活支
援コーディネーターと連携して
リーダーに助言します。高齢者保
険事業と介護予防の調整を図り、
体力測定など開催回数は減少しま
すが、継続的にサポートを実施し
ます。
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1

うち、他圏域等との合同開催数

うち、他圏域等との合同開催数
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認知症サポーターステップアッ
プ講座

うち、他圏域等との合同開催数

ボランティア等養成及び活動支
援

うち、他圏域との合同開催数

1

認知症ケアパスの配布や認知症に
関する教室等を通じて、認知症の
正しい理解を促進するための普及
啓発活動を継続して実施する。引
き続きチームオレンジまたはオレ
ンジチームの活動を広げ、地域全
体で認知症への理解を深め、支援
ネットワークの強化を目指す。

圏域内で新たに認知症カ
フェが立ち上がるように、
法人が実施している認知症
カフェがロールモデルの役
割が果たせるように支援を
している。

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応
した件数（計画の記載は不要）
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認知症初期集中支援チーム発動
件数

介
護
予
防
拠
点
の

開
発

地域包括支援センターが関わり
のある通いの場の数と参加者数

年度内に立ち上げた通いの場数
と参加者数

認知症初期集中支援チーム
対象者把握票実施件数

認知症カフェ（立上
及び開催支援）

1

認
知
症
総
合
支
援
事
業

家族が直面する課題に焦点を当
て、学びの場を提供します。おむ
つ交換や体位交換などの負担軽減
方法を学び、さらに、健康相談や
交流会、情報提供を通じて家族介
護者のQOL向上についてを目指し
ます。

任
意
事
業

出前講座等を含めた普及啓発
（家族介護教室）

認知症見守り教室

出前講座等を含めた普及啓発
（認知症見守り教室）
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認知症サポーター養成講座
(ジュニア)

家族介護教室

認知症サポーター養成講座(一
般)

介護者家族交流会(立上及び開
催支援）

介護者家族健康相談

基本チェックリスト実施件数

引き続き教室や訪問時に実施をす
る。

事例検討会・研修会
（法定外研修含む）

介護支援専門員が円滑に業務を行
えるよう、支援困難事例への助言
や自立支援・重度化防止につなが
るケアマネジメントの支援を行い
ます。また、介護支援専門員の資
質向上のため、事例検討会や研修
を実施し、専門員同士のネット
ワーク構築を目指して場を設定し
ます。元気はつらつ教室ではオム
ロン等のシステムを活用し、アセ
スメントの質向上を図る。

ネットワーク会議（圏域地域ケ
ア会議以外の医療・関係機関等
との意見交換の場など））

当該年度実績

元気はつらつ利用者数（直持
ち）

2

上半期の活動内容のまとめと課題
上半期実績

門真市第 1 地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和7年度版）                 

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 直持ちプラン件数 委託プラン件数ケアプラン作成数 委託率（％）

事業の内容
門真市目標値 前年度実績 活動計画

主任介護支援専門員の人数 令和7年3月 8 195203

介護支援専門員の数 令和8年3月

96.1%


